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平成16年10月23日発生した、新潟県中越地震において、中津川市民有志の皆

様の発案により「中津川市民の厚い気持ちを被災地に届けよう！」と救援物

資・義援金の募集、活動ボランティア派遣等の活動を行い、改めてボランティ

ア組織活動の重要性を認識することとなり、中津川市では、被災地にて災害救

援活動に携わった皆様を中心に「中津川市災害救援市民会議」が発足しました。

中津川市災害救援市民会議

今後井戸所有者（箇所）を調査し、災害時において飲料水確保のため、井戸水の活用を行います。水質検査等

を実施しクリアした井戸は飲料水供給場所として指定いたします。なお、飲料水に適さない井戸についても、消

火用水として活用していきたいと思います。

市は災害時に最低限必要な応急資機材･食糧･生活用品などを市役所にある防災備蓄倉庫を中心に各コミュニティ

センター・総合事務所・避難所等の現状を把握し、分散的な整備方針を定め計画的な備蓄を実施する予定です。

消火・飲料水確保のための井戸の活用

防災備蓄10ヶ年整備計画

●被災地へ救援する物資
などの受け入れ 

●被災地での救援活動　
etc

ボランティア活動に参加してい
ただける方を募集しています。
問い合わせは市防災対策課まで。 

地震に備える

中津川市の 中津川市の地震対策 中津川市の地震対策 中津川市の地震対策 公助

　10年計画 
コンテナ 
工具一式 
ジャッキ 
ブルーシート 
チェーンソー 
毛布 
発電機 
投光機 
非常用トイレ 
災害用救急箱 

現在備蓄数 
19 
19 
20 
400 
6 

2000 
31 
30 
30 
23

平成17年 
5 
5 
5 

150 
0 

150 
0 
0 
0 
5

平成18年 
8 
8 
8 

150 
8 

150 
8 
8 
8 
8

平成19年 
8 
8 
8 

150 
8 

150 
8 
8 
8 
8

平成20年 
8 
8 
8 

150 
8 

150 
8 
8 
8 
8

平成21年 
8 
8 
8 

150 
8 

150 
8 
8 
8 
8

平成22年 
8 
8 
8 

150 
8 

150 
8 
8 
8 
8

平成23年 
8 
8 
8 

150 
8 

150 
8 
8 
8 
8

平成24年 
8 
8 
8 

150 
8 

150 
8 
8 
8 
8

平成25年 
8 
8 
8 

150 
8 

150 
8 
8 
8 
8

平成26年 
8 
8 
8 

150 
8 

150 
8 
8 
8 
8

合計数値 
96 
96 
97 

1900 
78 

3500 
103 
102 
102 
100

現在備蓄数 
2500 
5280 
1000 

0 

2000

平成17年 
2500 
1000 
500 
4500 

100

平成18年 
2500 
1000 
500 
4500 

100

平成19年 
2500 
1000 
500 
4500 

100

平成20年 
2500 
1000 
500 
4500 

100

平成21年 
2500 
1000 
500 
4500 

100

平成22年 
2500 
1000 
500 
4500 

100

平成23年 
2500 
1000 
500 
4500 

100

平成24年 
2500 
1000 
500 
4500 

100

平成25年 
2500 
1000 
500 
4500 

100

平成26年 
2500 
1000 
500 
4500 

100

合計数値 
27500 
15280 
6000 
45000 

3000 
 

　10年計画 
α米 
缶入りパン 
缶入りラーメン 
流通備蓄 
サバイバルフーズ 
クラッカー 
スティックパン等 

非常食の配備計画について 
年間人口比1割程度（8,600食）の非常食を配備する。年間2分の1を市で備蓄管理する。残り2分の
1を流通備蓄で賄う。中津川地域及び各総合事務所へはそれぞれの人口比に応じて細分化する。 

工具一式とは・・・ 
配置計画については・・・ 

【ツルハシ、スコップ、バール、ハンマー、鋸、かけや】をセットとする。  
備蓄倉庫【コンテナ】H18年度より各地区1箇所づつ設置を行う。 

　10年計画 
軽可搬ポンプ 
浄水器 

現在備蓄数 
33 
6

平成17年 
1 
0

平成18年 
1 
1

平成19年 
1 
1

平成20年 
1 
1

平成21年 
1 
1

平成22年 
1 
1

平成23年 
1 
1

平成24年 
1 
1

平成25年 
1 
1

平成26年 
1 
1

合計数値 
43 
15

備蓄倉庫【コンテナ】の配置に伴い、主要箇所に軽可搬ポンプ及び浄水器の配置を行う。 

中津川市総合計画に基づく、防災備蓄10ヶ年整備計画
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に
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え
る昭和55年～平成16年度までの実績は………

当市は、昭和54年8月7日、東海地震に係わる地震防災対策強化地域に指定されて以来「地震防災対策強化地

域における地震対策緊急整備事業に係わる国の財政上の特別措置に関する法律」に基づき、消防設備、避難路

などの整備、公共施設の耐震補強など各分野において地震対策を行っています。

東海地震防災対策強化地域における地震対策緊急整備事業

避難路 
（街路事業） 

施設の位置：赤台上金線／四ツ目川線 

事業の規模：2路線　2箇所 

施設の位置：中津川市 

事業の規模：1団体 165局（同報系74局 移動系91局） 

施設の位置：市立苗木保育園 

事業の規模：1箇所 

施設の位置：市立阿木保育園／社会福祉法人 麦の穂学園 

事業の規模：2箇所 

施設の位置：中津川市 落合中学校校舎他 

事業の規模：8校 

施設の位置：中津川市 東小学校他 

事業の規模：3校 

事業の規模：91施設 

事業の種類 事 業 概 要  

社会福祉施設 
（非木造補強） 

社会福祉施設 
（木造改築） 

公立小中学校 
（木造改築） 
補助率嵩上げ対象事業 

公立小中学校 
（非木造補強）（非木造改築） 
補助率嵩上げ対象事業 

通信施設 

消防用施設 
補助率嵩上げ対象事業 

消防力の強化を図るために必要な消防ポ
ンプ自動車、水槽付消防自動車、はしご
付消防自動車、化学消防自動車、耐震性
貯水槽、可搬式ポンプ他 

消防用施設整備【事例】高規格救急車（西消防署） 

街路整備事業【事例】四ツ目川線 




